小説にみる表現の構造 : "La Chatte"における作中人物の心理描写,性格描写を支配する二つの手法,すなわちイコン型手法とインデックス型手法についての試論 by 中居, 慶子
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S一組の男女の S二つの情念の n1 　Sn2
葛藤のドラマ 葛藤のドラマ 一組の男女の 二つの情念の
葛藤のドラマ 葛藤のドラマ
《類同性》＝雌性的要素と反雌性的要素の対立
註1）Vari6t62号　銀林堂（京都）
註2）京都大学フランス文学研究室発行，非売品
註3）フランス語フランス文学研究21号，白水社
註4）フランス語学研究7号，大修館
註5）小説の筋書を要約するという作業は，その小説を如何に読むかという各個人
のあり方に依存している。したがって本稿で記したLαα確θの筋書は当然のこ
とながら，この作品のさまざまの文脈を通じて一読者としての筆者が把握したとこ
ろの作品の《事実像》ないし《論理像》一写実小説とは虚構の時空の世界を組み
立てて，現実の時空を背景として生ずる現実の一つの事件になぞらえた一つの虚構
の事件を叙述するものであるから，小説として組み上げられたこの虚構の事件がか
りそめに現実の出来事であると仮定してみるなら，この事件の真相を如何に把握す
べきかを考える時に抽出されるところの，その事件の論理的核心を作品の事実像と
呼んでいるのであるが一をかりに記述したものであるから，別人の手になれば筆
者とは別様の読みとり方に基づいて，又別様の《事実像》が抽出されてしかるべき
性質のものである。（何故なら，登場人物の名前，年齢，職業，家庭環境，出来事
の時間空間的背景一つまり日時や場所一あるいは又，出来事の客観的側面一
●　　　o　　　●　　　●　　　●たとえば何某が某月某日に結婚したあるいは離婚した等々の歴史的事実一に関し
ては個人差のない記述が得られようが，出来事相互の因果関係の把握や作中人物の
性格，性情，心理などの把握に関しては，読者各人の生活体験，人生観，ものの考
え方感じ方全般のちがいに応じて，又Coletteの他の作品群をどれだけ読みColette
の伝記をどれだけ調べあげ，なおかつそれらをどのように解釈するかのちがいに応
じて，理解と把握のあり方がちがってくるからである）
註6）本稿で示した作品の構成についてのtableauxはただ単に加αo”θを読
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んでいない人のために作品全体の輪郭を明確に提示することによって，本題に入っ
て示す細部の手法分析についての論考をLααα’8θの未読者にとっても理解しや
すいものとしたいというつもりでこころみたものであるから，作品構成の分析それ
自体が目的ではないが，各人が把握した作品の論理像ないし事実像ともいうべきも
のを（註5を参照のこと）記述するには，いわゆるあらすじとして，ことがらの因
果関係についての把握の一つのあり方をひとまとまりの文章で記述し，第二の側面
においては各エピソードの展開される時空（＝日時と場所）を考慮して作品の全体
をいくつかの場面に分割することによって通時的に記述し，第三の側面においては
通時的なものの中から共時的な要素が抽出されうるような枠組を設けて記述すると
いう方法が写実的な作品に対してかなり有効であると思われ，ことに加ααπε
のように演劇的な構成をとっている小説の論理像ないし事実像ともいうべきものの
記述には一番明示的なものになると思われたので，本稿ではかかる方法をとった。
註7）文脈において直接的にもたらされる情報に関しての8種類の分類法は，字義
通りの直接的な情報とは何を意味するかを示すためだけのあくまで便宜的なもので
あるが，少くとも加C肋”θは本稿で示したごとくにその文脈内容を分類するこ
とが可能である（もちろん，別様に分類することも可能であることは云うまでもな
い）。たとえば冒頭の文，Vers　dix　heures，　les　joueurs　du　poker　fam皿ial　don一
naient　des　signes　de　lassitude．は時間についての情報とトランプをして遊んで
いるところであり，みんな疲れてきた頃であるという生活上の状況についての情報
を与えるものであるから，6と7のタイプの情報が抽出され，以下に記した加
αα8’θ末尾のパラグラフではCamilleの知覚についての情報，（→猫とAlainの
姿を目にする）Camilleの行為についての情報（→Elle　s’arreta　court，　eut　un
61an　comme　pour　retourner　sur　ses　pas．　Mais　elle　ne　balanga　qu’un　mo一
ment，　et　s’610igna　plus　vite．）Alainの行為と様態についての情報（→Alain　a
demi　couch6　jouait，　d’une　paume　adroite　et　creus6e　en　patte，　avec　les　pre。
miers　marrons　d’aoOt，　verts　et　h6riss6s．）Sahaの行為と様態についての情報
（→Saha，　aux　aguets，　suivait　humainement　le　d6part　de　Camille．）lSaha
の情緒（→aux　aguets及びhumainementの部分），まわりの事物についての情
報（→Une　courbe　de　ra116e，　une　breche　dans　le　feuillage，　les　premiers　ma一
rrons　d’aoOt　verts　et　h6hss6sの三箇所）が与えられているから，情報のタイ
プとしては1，3，5，8の4つのタイプが抽出されることになる。
Une　courbe　de　rall6e，　une　breche　dans　le　fbuillage　permirent　a
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Camille　de　revoir，　a　distance，　la　Chatte　et　Alain．　Elle　s’arreta　court，　eut
un　61an　comme　pour　retourner　sur　ses　pas．　Mais　elle　ne　balan停a　qu’un
moment，　et　s’eloigna　plus　vite．　Car　si　Saha，　aux　aguets，　suivait　humaine一
ment　le　d6part　de　Camille，　Alain　a　demi　couch6　jouait，　d’une　paume
adroite　et　creus6e　en　patte，　avec　les　premiers　marrons　d’aoOt，　verts　et
heriss6s．
註8）川口博氏の加ασ”θの翻訳（新潮文庫）のあとがきには，”《裸体》と
いう文章の中で，コレットはこの小説のヒントを或る男の打明話から借りたとのべ
ている〃とあるが，加A伽伽6には脚色された実話とおぼしきエピソードが単に
報じられているだけで，このエピソードがLαα履8εのヒントになったとは書か
れていないのでこの点については実際のところは不明である。
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